
第6学年算数科学習指導案

1 単 元名 割 合の表し方を考えよう 〔比〕

日 時  平 成 16年 9月 10日 (金)

児 童  男 16名  女 21名  計 36名

指導者 高  橋  淳  子

(東京害結 6年 上 P, 85～ 93)

2 単 元について

(1)教 材について
本単元は学習指導要領第6学年の目標 (4)「 比や比例の意味について理解 し、数量の関係の考

察に関数の考え方を用いることができるようにする。」を受け、その内容 (1)「 簡単な場合につ

いて、比の意味を理解できるようにする。」ことを学習のねらいとしている。
児童はこれまでに、2つ の数量A,日 の割合を表す場合の、一方を基準にしてもう一方の割合を

求める方法 (Aの Bに 対する割合)を 学習してきた。
本単元の学習では、A:Bと し、うAと Bを 対等に扱って割合を表す方法、「比Jに ついて学習し

ていく。割合とは、2つ の量の関係を変えず、単位を変えて関係をわかりやすくみようとする考え

方である。その意味を初めにとらえさせ、比と割合との学習を関連づけ、比で表すよさを味わわせ

ていく。           ｀
比の性質については、比の両項に同じ数をかけても同じ数で割つても、それらの比ほ皆等しいと

いうことをまとめる。この性質を用いれば、分数や小数の比も簡単な整数の比になおすことことが
できる。その際、根底には約数や倍数の性質が働いていることも具体的にとらえさせるようにする。
比の利用については、比を用いる場面は日常生活の中に多くあることから、日常生活の中から比

が用いられる事象を探したり、それを活用して物事を処理したりする活動を行うなど、比を進んで
生活に生かす態度を伸ばしていく。

(2)児 童の実態
比の指導は、第2学 年から継続的に学習してきている 「倍」の考え方や第 5学 年で学習した 「割

合」の考え方がもとにならてぃる。
第5学 年の割合の学習にっいての前提テストを行った結果は以下のようである。
・割合は、比較量キ基準量で求められることが分かつているか。・・・34人
・文章から、比較量と基準量が読み取れ、割合が求められるか。・・・33人
・割合は、基準量を1と 見たときの、比較量の値であることが分かつているか。・・・ 28人
。(未習)比 較量とその割合から基準量を求め、それを用いてもう一方を割合で表すことができ
るか。 ・ ・・2 3 人

「もとにする量」「比べられる畳Jに どの値があてはまるのかが明確にできなかつたり、割合を求
めるための立式にういても理解できていない児童が数名いる。「もとにする量」を1と みる見方に
抵抗のある手もいる。

また、自力解決の場面では、答えが出せてもその数が何を表しているのか明確にできないなど、
説明の者手な子も多い。

(3)指 導にあたって
本単元は 「比」と 「比の利用」の2小 単元からなる。
第 1小単元では、実際の生活場面を問題とすること、体験的な算数的活動を取り入れていくこと

で、より具体的な場面の設定から割合について調べてみようとする意欲を持たせていきたい。また、
割合のとらえについでは、関係を表や図で表したものと数量を比較することにより、量のイメージ

化を図るとともに、2つ の量の関係をくずさないようにしなければならないことにしつかりと気付
かせていきたい。等しい比であるかを調べる活動を通して、比をできるだけ簡単な整数の比になお
すことを理解させていきたい。

第 2小単元では、比の性質を活用して、比に関する問題を解決させることで比の相等関係につい

て着目して処理することができるようにしたい。また、単元の終末においては比で表すことのよさ
にふれ、これからの生活に生かしていくよう学習を展開していきたい。

- 5 1 -



3 単 元の目標
02つ の数量の関係を表すのに、比を用いることを理解するとともに、比の表し方と比の相等など
について理解し、それらを用いる能力を伸ばす。 l     i  l
〔関心・意欲・態度〕。割合をそのまま数を用いて表せる比のよさに気づき、進んで生活

に生かそうとする。
〔数学的な考え方〕 ・既習の割合と比を統合的にとらえる。
〔表現・処理〕  ・ 2つの数量の関係を比で表したり、等しい比をつくつたりするこ

とができる。
〔知識・理解〕  ,比 の表し方と比の相等が分かる。

4 教 材の関連と発展

!5年

具体の評価規準

中

2量 の割合

に着 目して、

同 じ割合にな

るような量を

求める。

2つ の数 量

の害J合を簡潔

に表す方法 と

し て 比 を 知

り、その意味

とま し方を理

解する。

等 しい比 の

意味 とその表

し方 を理解す

る。

園  2 つ の数量

の割合をもとに、

同 じ味の ドレッ

シングをつ くる

ための分量を求

めることがで き

る。 (ノーじ

国 比の意味 と

その表 し方がわ

かる。

(ノー ト、発言)

'2つ の数量の関係 を

割合、単位量あた りの

大きさなど既習事項 と

関連づけて、いろいろ

な方法で分量を求める
ことができる。

・単位をかえて割合を

分かりやすく表す方法

を説明することができ

る。

・2つ の数量の関係

を割合と関連づけて、

分量を求めることが

できる。

。比の意味 と表 し方

がわかる。

・自分なりの方法で

等 しい比を見つける

ことができる。

・等 しい比の意味が

わかる。

・2つ の数量の関

係に目を向け、ど

ういう関係が成 り

立っているのかを

段階的に考えさせ

る。

・より身近で簡単

な例を用いたり、

図や線分図などを

提示して考えさせ

る。

・等しい分数を作

った時を想起させ

ながら、2つ の数

に同じ数をかけて

も割つても割合は

同じであることを

練習する。
・等しい分数をつ

くった時を想起さ

せながら、2つ の

数量に同じ数をか

けても割つても割

園 等 しい比 を

見つけることが

できる。

(ノー ト、発言)

・2つ の数量の関係を

調べることができ、等

しい比をかけたりわつ

たりして、いくつもつ

くり出すことができる。

,等 しい比であればど

た′な比も2つ の数量の

関係は同じ割合の比に

なつてい
て
ることがわか

る。

国 等 しい比の

意味 とその表 し

方がわかる。

(ノー ト、発言)

⑦ 百 分率とグラフ

・測含の世味とその求め方

・百分率,歩 合の意味とその

表し方

・比の出味と表し方
=比の相等関係とその利用

・比例,反 比Wll(式,グ ラフ)

=比4Fllの意味とその特徴
・比例のグラフ

5 指 導 ・評価計画

C努 力を要する

と判断された児童

への対応A 十 分満足できる B概 ね満足できる
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等 しい比を

調べ ることを

通 して、比を

簡単にす る仕

方 を 理 解 す

る。

比 の性 質 を

利用 して、比

の一方の量を

求めることが

できる。

学 習 内容 の

理解 を確認す

る。

園 等 しい比を

つくる方法を利

用 し、簡単な比

のつくり方を説

明することがで

きる。

(発言、ノー ト)

圏 害J合が比で

表された問題は、

比の相等関係を

活用することに

よつて解決でき

ることが説明で

きる。

(発言、ノー ト)

国 比を活用 し

て、身近な事象
へはた らきかけ

ようと
tし

ている。

・等 しい比をつ くる方

法を適切 に用いて、比

が等 しいことを筋道た

てて説明できる。

・問題場面を等 しい比

の問題場面 ととらえ、

比の性質を適切 に活用

し、筋道たてて説明す

ることができる。

・公倍数などの考え

を用いて、等 しい比

か どうかを調べるこ

とができる。

・比の相等関係を活

用 しなが ら、比の一

方の量を求めること

ができる。

合は変わらないこ

とを確かめる。
・等 しい比か調べ

るには、同じ数を

かけた り割つた り

すればよいことに

気づかせる。

・具体的な数値を

もとに等 しい比を

つくりながら考え

させる。

・身の回 りのい ろいろ

な量に対 して、学習内

容を活用 しなが ら、進

んで比に表 した り関係

を調べたりする。

・身の回 りの ものの

中か ら比に表せ る も

の を見つけよ うとし

ている。

・実際に具体物の

数量を調べながら

比に表す活動を通

して、興味を持た

せる。

6 本 時の指導について
( 1 ) 目標

① 2つ の量の割合に着目して、同じ害J合になるような量を求めることができる。
(2)評 価規準

【表】2つの数量の割合をもとに、同じ味の ドレッシングをつくるための分量を求めること
ができる。

(3)具 体的な手立て
本時では、 ドレッシングを作るという身近な場面を想定して問題を設定し学習への意欲化を

図る。プロローグでは、同じ味の ドレッシングを作るには油と酢の量で決まることに気づかせ
るもそして、同じ味の ドレッシングをたくさん作るには2つの量の関係をくずさないようにす
ることがポイントであることに気づかせ、5年 生で学習した割合と関連させながら分量を求め
ていく。

(4)展 開

指導上の留意点 (評価)

つ
か

む

1 プ ロローダから、本時の問題を
つかむ。
・ドレッシングの味は何できまる
かを考える。

2 問 題文を読み、問題について話
し合 う。

・実際に ドレッシング作 りを演示 して見せ、問題
をより身近に感 じさせる。
・2量 の害1合に着目できるよう、味の違 うドレッ
シングを提示し、その理由について考えさせる。
・ドレッシングの味を決めるのは酢とサラダ油の
量であることをおさえ、関係する量について目を
向けさせる。

・同じ味の ドレッシングを作るということを大事
にしてサラダ油の量を考えていくことを確認する。

先生が作つたドレッシングと同じ味の ド

レッシングを作るには、あきらさんは油を

どれだけ用意すればよいでしょうか。

す 油

先生 1 0 ini 1  5  m l

あきら 6  0  m i
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予
想
す

る
　
考
え

る

3 課 題 をつかむ。

味を変えずに、量を増やす方法
を考えよう。

4 課 題解決の見通しを持つ。
・答えの見通し
・方法の見通し

5 自 力解決をする。
①先生とあきらさんの酢の割合か

ら
6 0キ 1 0 = 6

6倍 になつているか らサラダ油

も6 倍

1 5 X 6 = 9 0

②酢とサラダ油の害J合から
酢を 1とみて、サラダ油の割合
を考える。
1 5 + 1 0 = 1 , 5

サラダ油は酢の1.5倍 にあた
るから
6 0 × 1 . 5 = 9 0

6 解 決結果について話し合 う。

7 類 似問題
・酢を 80mlにすると、サラダ油
はいくら入れるでしよう。

8  ま とめる。

味を変えずに量を増やすために
は、 2つ の量を同じ割合で増やせ
|だ官いい。      、       こ キ

・それぞれの考えの要当性を確かめた上で、どち
らの考えも割合の考えを使つていることを明確に

する。
・差を使つて考える児童がいることも予想 される
が、全体量が増えているのに差がいつも同じとい

うことはおかしいことに気づかせ、 2つ の量の割

合に注目させていきたい。

・表を縦 (横はふれ る程度)に 見て何倍になって
いるかを考えることで、割合を見つけられること

を確認する。       … …

深
め
る

ま

と

め

る

ひ

ろ

め

る

ふりかえりをする
。学習感想を書く。

※2つの数量の割合をもとに、同じ味の ドレッシングを作るた

めの分量を求めることができる。

A2つ の数量の関係を割合など既習事項と関連づけて分量を

求め、割合を同じにすれば同じ味であることの説明ができる。

B 2つ の量の関係を割合と関連づけて分量を求めることがで

きる。

Cへ の支援

2つ の数量の関係に目を向け、どういう関係が成り立っている

かを段階的に考えさせる。

本時は①を中心に考えていく。②は次時で扱う。
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